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日本病院会 提言の提出 

財務省・大来主計官に手交 

 

本会を含む関連８団体は日本病院会からの要請により、６月 30 日に加藤勝信財務大

臣あて「国民に適切な病院医療を提供するための提言 2025」を財務省・大来主計官に提

出した。 

提言は次ページのとおり。 

※関連団体：一般社団法人日本病院会、独立行政法人国立病院機構、 

独立行政法人労働者健康安全機構、独立行政法人地域医療機能推進機構、

公益社団法人全国自治体病院協議会、日本赤十字社、 

社会福祉法人恩賜財団済生会、全国厚生農業協同組合連合会 

 

 

 

 

大来主計官に提言を手交 

（左から日本赤十字社渡部本部長、地域医療機能推進機構山本医療・研修担当理事、ＪＡ全厚連歸山理事長、 

日本病院会相澤会長、大来主計官、国立病院機構永田医務担当理事、恩賜財団済生会松原理事） 
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財務会計の基礎について研修 

厚生連経営管理職層育成研修会（基礎編第１クール）を開催 

 

本会は７月 17日、18日の両日、厚生連経営管理職層育成研修会（基礎編）第１クー

ルを開催し、15厚生連から 34名が参加した。 

本研修会は、研修会参加者が将来において、病院・施設の運営及び管理を担う能力を

そなえるため、経営管理に必要な財務知識の習得とマネジメント能力の向上を図るとと

もに、研修参加者相互の情報交換・ネットワーク作りを目的として、平成 23 年度より

開催している。今年度は第１クールと第３クールを実開催とし、第２クールは WEB開催

形式で行う。 

講師は有限責任監査法人トーマツ パブリックセクター・ヘルスケア事業部の吉村氏、

朝倉氏、髙橋氏の３名が担当した。 

研修会は、講義・演習・グループディスカッションで構成しており、第１クールでは、

財務会計の基礎をテーマに、①簿記の基礎、②貸借対照表の基礎、③損益計算書の基礎、

④キャッシュフロー計算書の基礎、及び⑤財務諸表の基礎演習について研修を行った。 

初日は、簿記の基礎を中心に、貸借対照表と損益計算書の相互関係、取引の仕訳処理

や損益計算書・貸借対照表の読み方について演習を行った。 

 

２日目は、キャッシュフロー計算書の基礎について、キャッシュフロー計算書の各表

示区分の持つ意味を学び、黒字倒産の実例をもとに、損益計算書だけでは企業の健全性

は判断できないこと、また、間接法によるキャッシュフロー計算書の作成について演習 

 

研修のようす（講義・演習） 

 

研修のようす（講義・演習） 
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を行った。その後、グループに分かれて、財務諸表の読み方についてディスカッション

を行い、各グループより報告を行った。 

 

参加者からは、「講師の説明がとても聞きやすく、集中できた。厚生連の会計の具体例

があると理解が深まる」「簿記の全体像や流れを理解することができました」「グループ

内で意見を出しあえたところが有意義に感じました」等の感想が寄せられた。 

次回（基礎編第２クール）は、財務分析の基礎をテーマに、９月 11日、12日の開催

を予定している。 

 

  

 

研修のようす（グループディスカッション） 

 

研修のようす（グループ発表） 
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看護の日「ふれあい健康相談」 
 
（ＪＡ秋田厚生連・由利組合総合病院） 

５月９日、由利組合総合病院（軽部彰宏病院長）の１階外来ホールにて看護の日「ふ

れあい健康相談」を開催しました。 

この相談会では、血圧測定をはじめ、日々の健康に関する相談やＡＣＰ（アドバン

ス・ケア・プランニング＝人生相談）についての説明を行いました。当院の看護師が

丁寧に耳を傾けながら、参加された方々の相談に応じ、相談を通して、多くの方が健

康に対して関心を持っている事や日々の生活にちょっとした不安を感じている事が

分かりました。 

血圧測定をきっかけに、日々の体調や生活習慣について見直す機会となった方も多

く、ふれあいの中から自然な会話が生まれていたことが印象的でした。 

また、ＡＣＰに関する説明を通じて、自分らしい生き方や、将来について前向きに

考えるきっかけづくりにつながったとも感じられました。 

限られた時間の中ではありましたが、相談会に参加された方々が笑顔で帰る姿から

も、「安心」と「納得」を得られる機会になったことがうかがえました。 

これからも、より多くの方に参

加いただけるよう、プライバシー

に配慮した相談スペースの確保

や、測定項目の充実、開催時間の

工夫など、環境面の整備にも取り

組んでまいります。また、地域の

皆様とのふれあいを大切にし、健

康について気軽に相談できる場

を引き続き提供してまいります。 

 

 

 

 

（斎藤美翔通信員）  

 
ふれあい健康相談の様子 
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第 24回医療連携講演会を開催 
 

（ＪＡ茨城県厚生連・ＪＡとりで総合医療センター） 

ＪＡ茨城県厚生連ＪＡとりで総合医療センター（冨滿弘之病院長）では、地域の医

療機関との連携を深めるため、医療連携講演会を開催しました。 

この医療連携講演会は毎年開催され今年で 24 回を迎えます。地域医療に携わる医

療機関や行政機関の方々と意見交換の場を設け、お互いが有する医療機能や強みを活

用し、地域の皆様に適切な医療を提供することを目的に開催するものです。 

講演会では、小児外科 小野健太郎科長、小児科 高田数馬科長から当院の小児医療

の取り組みについてご講演をいただきました。 

小野健太郎医師は、鼠経ヘルニアなど小児外科の代表的な手術を分かりやすく説明

し、地域に密着した小児外科を目指していると強調しました。 

講演終了後には懇談会も開催し、地域の医療機関の皆さまに日頃の感謝の気持ちを

お伝えしながら、顔の見える関係を築くことができました。 

県南地域を中心に 120人の医療機関関係者のご参加をいただき、今後より一層の緊

密な医療連携が図れることを期待しています。 

                           （先﨑理恵通信員）  

 

講演する小野健太郎医師 
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「第 25回市民公開講座」を開催しました 
 

（ＪＡ茨城県厚生連・県北医療センター高萩協同病院） 

ＪＡ茨城県厚生連の経営する県北医療センター高萩協同病院（渡辺重行病院長）は、 

６月 21 日高萩市総合福祉センターにて第 25回市民公開講座を開催しました。当院で

は、病気を正しく理解し、予防や早期発見、早期治療の意識を高めていただくため、

地域住民の皆さまを対象に毎年、公開講座を開催しています。 

第１部では、摂食嚥下障害看護認定看護師 片口和美看護主任より、オーラルフレ

イル予防の重要性についての講演がありました。口腔機能の軽微な衰えが重なり、噛

む力などが低下すると、栄養状態の悪化や社会参加の減少、さらには心身の機能低下

（フレイル）へとつながることを分かりやすく実演を交えて説明しました。 

第２部では、整形外科科長 猪股兼人医師より、腰痛についての講演があり、腰痛

予防の対策とポイントとして、「正しい姿勢」「ストレッチや筋トレ」「ストレスケア」

などが提示され、これらを意識、実践することで腰痛のリスクを減らすことができる

との説明がありました。当日は会場が満員となる 200名を超える市民が来場され、活

発な質疑も交わされるなど大盛況となりました。 

                           

 （先﨑理恵通信員）  

 

唾液腺マッサージを実演する片口看護師 

 

 

満員となった会場 
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ダイナミックフェア２０２５に参加 
 

（ＪＡ茨城県厚生連） 

ＪＡ茨城県厚生連では７月５～６日、全農いばらき農機総合センター特設会場で開

催された「第４９回農機・生産資材大展示会ダイナミックフェア２０２５」に参加し

ました。体調不良者やけが人等の救護班を兼ねながら、血圧測定や骨密度測定、健康

相談を実施しました。 

両日とも厳しい暑さにもかかわらず会場には多くの来場者が訪れ、本会の特設コー

ナーには２日間合わせて 330 人が集まりました。 

来場者からは、「健康について気軽に相談できてありがたかった。しかしまずはこ

の暑さに気をつけたい」などといった声が聞かれました。 

ＪＡ茨城県厚生連は、今後も地域の健康づくりを支援する活動を続けて行く方針で

す。 

                           （先﨑理恵通信員）  

 

健康相談を行うＪＡ茨城県厚生連スタッフ 

 



ＪＡ全厚連情報 №1154 2025年８月 

 

- 11 - 

 

 

最後の院長メッセージ 
 
（ＪＡ神奈川県厚生連・相模原協同病院） 

６月 27 日に相模原協同病院にて渋谷明隆前病院長による最後の院長メッセージが

行われました。経営状況や病院での取り組みについての説明をはじめ、発せられた一

つひとつの言葉が、各職員の心に深く響きました。院長メッセージの最後にいただい

た言葉を胸に、新たな体制のもと、気持ちを一層引き締めて業務に取り組んでまいり

ます。 

（石井朋華通信員）  

 

院長メッセージを聞く参加者 

 

講演中の渋谷前病院長 
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１日看護体験を開催しました 
 
（ＪＡ神奈川県厚生連・伊勢原協同病院） 

６月 15 日に伊勢原協同病院（鎌田修博病院長）にて地域の高校に通う希望者を対

象に１日看護体験を開催しました。 

高校生はスクラブに身を包み、病棟見学や妊婦体験ジャケットの着用、手術室での

手術器具・手術機器の操作などを体験しました。また、看護師との座談会を行い、看

護の現場への理解を深め、将来の仕事の選択肢の 1 つとなる良い機会となりました。

参加した高校生からは「実際に赤ちゃんと触れ合い、助産師にも興味がわいた」「よ

り看護師になりたいという気持ちが高まった」などの感想がありました。 

（石井朋華通信員）  

 

手術室での体験の様子 

 

座談会の様子 
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第 177回リソースナース研修会を開催しました 
 
（ＪＡ神奈川県厚生連・伊勢原協同病院） 

７月１日に伊勢原協同病院（鎌田修博病院長）にて第 177回リソースナース研修会

を開催しました。 

当院糖尿病看護認定看護師である夏堀恵氏が講師となり「チーム医療がかん腎かな

め！―糖尿病性腎症患者の支援―」をテーマに約 70 名に向けて講演を行いました。

糖尿病の基礎知識から始まり、腎症の治療やチーム内での連携等、具体例を用いて、

腎症と向き合う患者への支援について解説しました。 

当日は第２会場も設けられ、オンライン会議システムを通して講演の様子が配信さ

れました。 

本講演は主に病院内外の看護師を対象としており、多くの参加者が講師の説明に真

剣に耳を傾けながら、熱心にメモを取る姿が見られました。 

 

（石井朋華通信員）  

 

研修会の様子 

 

オンライン配信中の様子 
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第 62回東海四県農村医学会を開催 
 

（ＪＡ静岡厚生連） 

農村及び地域の実態に即応し医学の進歩を図り、農村社会における医療と保健に関

する問題について調査研究、その解決を図ることを目的とした第 62 回東海四県農村

医学会を６月 29 日、静岡市で開催し、医師、看護師、医療技術職など約 450 人が参

加しました。 

この学会は岐阜・三重・愛知・静岡の四県の厚生連が持ち回りで開催し、今回はＪ

Ａ静岡厚生連清水厚生病院西村明人病院長が学会長を務めました。 

今学会の統一テーマは「医療安全」。学会では北里大学医学部 医学教育研究開発セ

ンター 医療安全・管理学研究部門教授の内山勝文先生による「事例から学ぶ、医療

安全～ヒューマンエラーから重大事例まで～」の特別講演が行われました。 

午後には、各県から２題ずつ医療安全に関する会員発表が行なわれ、最後に発表者、

内山特別講師、西村学会長による総合討論が行われました。起きてしまった事例を次

にどう生かすか、特別講演によるわかりやすい解説と、各病院での医療事故防止対策

事例を発表することで意義のある学会となりました。 

次回は令和８年６月に岐阜県で開催されます。 

                           

（木野亜希子通信員）  

 

西村明人学会長 

 

特別講演の様子 
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三重大学医学部附属病院との連携協定を締結 
 

（ＪＡ三重厚生連） 

ＪＡ三重厚生連は、６月１日より三重大学医学部附属病院と病院経営に関する連携

協定を締結しました。社会保障制度改革、物価高騰、生産年齢人口の減少など病院経

営を取り巻く環境が厳しさを増すなか、三重大学医学部附属病院と連携し、病院経営

の健全化に努め、地域医療の発展に寄与することを目的としています。 

具体的な連携内容として、病院経営協議会を開催し、双方の経営課題を解決するた

めの経営戦略の設定や戦略実行による成果の検証、経営・運営にかかる提案等を協議

します。また、経営管理の能力向上と経営に参画する人材を育成するため、職員の人

事交流も行っていきます。 

新貝代表理事理事長は、「国立大学病院と連携協定を結ぶことは、全国的にも珍し

く、この協定を通じてお互いの病院経営の安定化と三重県の医療の発展に繋がること

を期待しています」と述べました。 

                           （吉田英記通信員） 

  

 

連携協定締結式の様子 

（左 新貝代表理事理事長、右 三重大学医学部附属病院 佐久間病院長） 
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健診施設機能評価認定更新 
 

（ＪＡ熊本厚生連） 

JＡ熊本厚生連健康管理センターは、日本人間ドック・予防医療学会における「健

診施設機能評価」の認定を更新した。 

健診施設機能評価とは、第三者の専門調査機関が「①理念達成に向けた組織運営」

「②良質な健診の実践と事後管理」「③質向上の取り組みと情報提供」の３つの領域

において、100項目以上の厳しい審査項目をクリアした優良な施設を認定する制度で、

同センターは、2019 年７月より認定されている。 

ＪＡ熊本厚生連の粟津雄一郎所長は、「年に１度の健康診断を安心して受けていた

だくため、これからも質の高い健診を親切・丁寧に提供するよう、スタッフ一同、努

力して参りたい」と話した。 

                           （多久弘高通信員） 

 

認定証を手にする同連の粟津雄一郎健康管理センター所長 

 


